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校
内
暴
力
・
家
庭
内
暴
力
・
暴
走
行
為
・
シ
ン
ナ
ー
・
登
校
拒
否
…
…
な
ど
青
少
年
の
問
題
行
動
は
、
大
き
な
社
会

問
題
と
し
て
大
人
社
会
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
七
月
は
「
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
る
強
調
月
間
」
。
そ
し
て
、

夏
休
み
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
機
会
に
今
一
度
、
わ
が
子
、
わ
が
家
庭
を
振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
今
月
は
、
市
内
に
お
け
る
青
少
年
の
補
導
状
況
と
健
全
育
成
を
手
が
け
て
い
る
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
の
内
容
を
お
知

ら
せ
し
、
青
少
年
の
非
行
の
問
題
を
特
集
し
ま
し
た
。

闇
髪
縢
痂
引
説
錦
即
立
つ
女
子
非
行

　
青
少
年
の
非
行
問
題
は
、
校
内
暴

力
・
家
庭
内
暴
力
・
い
じ
め
・
窃
盗

や
傷
害
な
ど
、
昭
和
五
十
年
代
か
ら

大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
に
お
け
る
青
少
年
の
問
題
行
動

を
み
る
と
刑
法
犯
少
年
は
、
五
十
八

年
の
ピ
ー
ク
を
経
過
し
た
後
も
高
水

準
で
増
減
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
万
引
き
の
増
加
・

低
年
齢
化
・
女
子
非
行
の
増
加
な
ど

が
特
徴
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
警
察
署
管
内
で
の
非
行

少
年
の
補
導
状
況
を
み
る
と
、
前
年

に
比
べ
一
四
人
減
で
一
四
・
四
パ
ー

セ
ン
ト
と
大
幅
な
減
少
で
し
た
。
し

か
し
、
刑
法
犯
少
年
の
う
ち
、
窃
盗

は
六
八
人
で
八
九
・
五
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
、
内
訳
は
万
引
き
が
五
八
人

と
圧
倒
的
に
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
高
校
生
は
四
一
人
で
約
半
数

を
占
め
、
非
行
の
中
心
的
存
在
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
女
子
の
非
行
は
二
六
人
で
全
体
の

三
一
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
県

平
均
の
二
九
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
を
上

回
る
状
況
で
す
。
シ
ン
ナ
ー
乱
用
の

少
年
六
人
を
補
導
す
る
な
ど
、
総
数

で
は
減
少
し
た
も
の
の
大
変
憂
慮
す

べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
で
の
補
導
状

況
を
み
る
と
、
バ
イ
ク
・
自
転
車
な

ど
の
二
人
乗
り
、
無
灯
火
等
交
通
ル

ー
ル
無
視
に
よ
る
補
導
が
二
五
四
人
。

そ
の
他
喫
煙
十
六
人
等
三
二
六
人
が

補
導
さ
れ
て
お
り
、
年
々
そ
の
数
が

増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
相
談
件
数
で
は
「
い
じ
め
」

「
校
内
暴
力
」
は
沈
静
化
の
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
登
校
拒
否
、
家
庭
生

活
な
ど
の
相
談
件
数
が
五
一
〇
件
と

（十日町警察署管内）非行少年などの補導状況

区分 総数
鋼法矯補導毯楚少蕪 特馴法難補灘毬瀧少年

犯罪少集 触法擁搭 謙 灘罪少奪 触法少薙 謙

元　年
83

（26）

64
（23）

12

（1）
76

（24）
6
（

2）
1 7

（
2）

63　年
97

（34）

73
（28）

22
（5）

95
（33）

1
（

1）
1 2

（
1）

新潟県 5，320 3，865 1，238 5，103 213 4 217

※（　）内は女子で内数

年
々
増
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
非
行
少
年
補
導
状

況
は
国
・
県
な
ど
と
同
様
な
傾
向
を

示
し
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の
問
題

に
大
き
な
影
を
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。

少
年
育
成
セ
膨
鍵
凧
ぼ
相
．
談
相
離

　
わ
が
国
の
経
済
的
発
展
に
伴
い
、

経
済
的
豊
か
さ
、
生
活
の
便
利
さ
が

進
み
、
豊
富
な
物
に
囲
ま
れ
た
快
適

な
生
活
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
半
面
、
青
少
年
自
身
の
問
題

と
し
て
、
忍
耐
力
が
な
い
・
自
己
中

心
的
で
あ
る
・
甘
え
の
気
持
ち
が
強

い
・
感
情
や
欲
求
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
な
い
・
社
会
道
徳
に
欠
け
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
纏

る
・
生
き
が
い
や
目
標
が
な
い
な
ど

青
少
年
問
題
に
関
す
る
世
論
調
査
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
二
十
一
世
紀
を
担
う
少
年
が
そ
の

使
命
を
自
覚
し
、
心
身
と
も
に
健
全

で
有
為
な
社
会
人
に
成
長
す
る
こ
と

は
、
市
民
す
べ
て
の
願
い
で
あ
り
、

地
域
社
会
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な
責

務
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

2



少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割

は
大
き
く
広
範
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
業
務
の
内
容
は

◎
少
年
相
談
…
…
二
人
の
少
年
相
談

員
が
、
登
校
拒
否
、
怠
学
、
不
良
行

為
な
ど
の
少
年
問
題
行
動
に
つ
い
て
、

児
童
、
両
親
、
教
師
の
相
談
に
応
じ

適
切
な
指
導
、
助
言
を
毎
日
行
っ
て

い
ま
す
。

　
秘
密
は
守
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
少
年
補
導
委
員
…
…
三
〇
人
の
補

導
委
員
が
、
街
頭
や
商
店
、
遊
技
場

な
ど
に
お
い
て
、
主
と
し
て
非
行
の

恐
れ
の
あ
る
少
年
に
対
し
、
呼
び
か

け
注
意
、
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
常

に
そ
の
地
域
に
あ
っ
て
「
少
年
た
ち

へ
の
温
い
思
い
や
り
の
精
神
」
で
、

少
年
の
悩
み
や
問
題
解
決
の
た
め
の
、

良
き
相
談
相
手
と
な
っ
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
や
っ
て
い
ま
す
。
警
察
官

の
よ
う
に
法
令
で
定
め
ら
れ
た
権
限

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
年
の
親
に
代

わ
っ
て
「
愛
の
一
声
」
を
か
け
、
少
年

非
行
を
未
然
に
防
止
し
て
い
く
こ
と

が
大
き
な
ね
ら
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
青
少
年
育
成
十
目
町
市
民
会
議
…

…
広
く
市
民
の
総
意
を
結
集
し
、
次

代
を
担
う
心
身
と
も
に
健
や
か
な
青

少
年
を
育
成
す
る
た
め
、
昭
和
五
十

五
年
に
設
立
さ
れ
た
民
間
の
組
織
で
、

事
務
局
は
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
で
す
。

蛆蒙

庭
・
羅
校
・
弛
臓
吻
蓮
携
が
大
切

　
こ
れ
か
ら
の
青
少
年
を
健
全
に
育

て
て
い
く
た
め
に
、
行
政
は
家
庭
や

学
校
、
地
域
社
会
な
ど
の
い
ろ
い
ろ

な
取
り
組
み
を
支
援
し
、
促
進
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
成
長
期
の
青
少
年
が
感
動
を
覚
え

ら
れ
る
よ
う
な
機
会
や
、
さ
ま
ざ
ま

な
生
活
体
験
が
豊
富
に
経
験
で
き
る

機
会
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
社
会
参
加
、
国
際
交
流
な
ど
の

青
少
年
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
青
少
年
育
成
市
民

会
議
、
市
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
を

支
援
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
活
動
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
青
少
年
が
周
囲
の
人
や
社
会
と
の

あ
る
べ
き
か
か
わ
り
を
失
い
、
非
行

に
陥
っ
た
り
無
気
力
な
状
態
と
な
っ

た
り
す
る
こ
と
は
残
念
な
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
今
後
ま
す
ま
す
家

庭
、
学
校
、
地
域
社
会
の
連
携
を
強

め
、
互
い
に
補
完
し
あ
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
物
の
豊
か
さ
、
便
利
さ
が
急
速
に

進
む
中
で
、
と
も
す
れ
ば
今
失
わ
れ

が
ち
に
な
っ
て
い
る
心
の
豊
か
さ
や
、

た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
青
少
年
に

与
え
る
た
め
に
家
庭
、
学
校
、
地
域

　　　　　　　　　　青少年健全育成月間によせて

　　　　簸　．爆　謬　現代の若者は余りにも自己中心的で、

　　毒蓉、　ルールを守るといった初歩的鰍会

　　　暫　　　　　生活習慣が、しっかり身についてい
石田且一さん　　、、　　　目　　　　ないよっであります。今こそ、家庭・
　補導委員長　　　学校・地域が一体となって、青少年

　　（昭和町1）　　健全育成に心がけて取り組まなけれ

　　　　　　　　　ばならないと思います。

羅．

　　　　　　　　　青少年の育成は地域の力で

　　　、撚．、隆一．．　　地域の力で「青少年を健やかに」

　　纈陰　　　　ります。道路の高速化や新幹線の発

　　　　　　　　展に伴い、青少年を取り巻く環境も

西野幸雄さん良いとは、思えず、このような時こそ
青少年育成市民全議会長　地域に密着した活動を旺盛に進める

　（田川町3）　　事が、求められます。皆様の温かいご

　　　　　　　　支援ご指導、ご協力をお願いします。

　　　　　　　　　　子育て相談から

　　　　　　　　で困ります」などという相談を受け

　　　　　　　　の悩みが巣くっているのだと思われ

田村　佳さんます。
　少年相談員　　　　ほめ、なだめ、最後には叱って登

　（昭和町1）　　校をとあせりますが、その前に真の

　　　　　　　　訴えを聞いてあげたいと思います。

社
会
が
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
特
に
家
庭
は
、
子
ど
も
が
生
ま
れ

て
か
ら
社
会
で
自
立
す
る
ま
で
一
貫

し
て
育
成
に
当
た
る
場
所
で
あ
り
、

子
ど
も
の
人
間
形
成
に
と
っ
て
最
も

基
本
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
所
で

す
。
そ
し
て
、
家
庭
の
中
の
出
来
事

や
親
の
態
度
が
、
子
ど
も
た
ち
の
非

行
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
非
行
の
問
題
は
大
人

の
生
き
方
へ
の
問
い
か
け
で
も
あ
り

ま
す
。
青
少
年
を
健
全
に
育
成
す
る

た
め
に
は
、
ま
ず
家
庭
が
そ
の
役
割

を
十
分
果
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
今
月
は
、
青
少
年
を
非
行
か
ら
守

る
全
国
強
調
月
問
に
当
た
り
ま
す
。

ま
た
、
夏
休
み
は
親
と
子
が
触
れ
合

う
良
い
機
会
で
す
。
こ
の
機
会
に
子

ど
も
の
心
と
親
の
対
応
に
つ
い
て
考

え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。30人の補導員の皆さんが見つめています
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市
議
会
第
二
回
定
例
会
は
、
六
月
十
五
日
か
ら
二
十
一

日
ま
で
の
七
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
「
市
道
の
認
定
」
　
「
市
営
住
宅
条
例

の
一
部
改
正
」
　
「
特
別
委
員
会
の
設
置
」
な
ど
、
議
案
十

三
件
、
請
願
四
件
、
陳
情
五
件
、
意
見
書
三
件
、
決
議
文

一
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
七
人
の
議
員
が
立
ち
、
リ
ゾ
ー
ト
問
題
、

駅
西
開
発
、
水
問
題
な
ど
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

リ
ゾ
ー
ト
対
策
特
別
委
員
会
を
設
置

人
　
事
　
関
．
係

　
■
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

…
…
村
山
力
氏
（
北
新
田
一
）

の
再
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

条
　
例
　
関
　
係

（
原
案
可
決
）

藍

　
■
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改

正
…
…
谷
内
丑
市
営
住
宅
の
改

築
に
伴
う
条
例
を
改
正
し
ま
し

た
。

予
　
算
　
関
　
係

　
　
　
（
承
認
・
原
案
可
決
）

　
■
元
年
度
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
の
専
決
処
分
の
承
認
…

…
消
費
税
分
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
■
二
年
度
老
人
保
健
特
別
会

計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
の
承

認
…
…
前
年
度
支
出
増
に
伴
う

繰
上
充
用
金
二
、
八
六
六
万
八
、

○
○
○
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
■
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
…
…
北
越
北
線
十
日
町
駅
関

係
調
査
委
託
料
、
温
水
脈
空
中

探
査
委
託
料
、
博
物
館
・
南
中

学
校
特
別
教
室
増
改
築
工
事
請

負
費
、
建
設
物
価
上
昇
に
よ
る

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

穆＼レ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

費
の
追
加
な
ど
総
額
二
億
一
八

六
万
一
、
○
○
○
円
を
増
額
し

ま
し
た
。

　
■
二
年
度
簡
易
水
道
特
別
会

計
補
正
予
算
…
…
下
条
地
区
簡

易
水
道
配
水
管
布
設
工
事
費
一
、

○
○
○
万
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

そ
　
　
の
　
　
他

　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
■
市
道
の
変
更
、
廃
止
…
…

豪
雪
地
帯
水
土
保
全
機
能
強
化

モ
デ
ル
事
業
に
伴
う
十
日
町
池

沢
線
、
吉
田
南
部
地
区
ほ
場
整

備
に
伴
う
北
鐙
坂
高
島
線
、
庚

塚
線
を
変
更
、
廃
止
し
ま
し
た
。

　
■
市
道
の
認
定
…
…
川
治
中

町
線
ほ
か
、
ほ
場
整
備
に
伴
う

二
路
線
を
認
定
し
ま
し
た
。

　
■
市
民
使
用
地
の
使
用
方
法

の
変
更
…
…
新
座
乙
地
内
の
市

有
地
四
六
万
九
、
八
四
六
平
方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（発
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　甲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　璽
　　　　　　　　　　　　　　　蔵　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　申　　　薗
　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　嚢　　　　　　　　　　懸
　　　　　　　　　　働　　　　一　　　　　　　　　一　　　　－　　　　　　　　－　　　　一

　　　　　　　　一1
　　　　　　、韓　　　　　一　　　一薗　　　　一　　　　一　　　一　　　　畠　　　一　　　　響　　一　　　　一　一　　　　一

　後の対応について

2．リゾート開発について……地権

　者交渉の今後の推移について

3．信濃川の水資源について……J

　Rの今迄の対応と今後の見通し

　について

　　半間　正

1．市政一般について……①地域医

　療について②市街地の交通と駐

　車場問題について③市営霊園に

　ついて

　　佐藤　利雄

　
に
休

　
設
る

　
開
よ

　
　
・
　
に

　
致
等

　
誘
度

　
の
制

　
等
休

吉
　
一
週

春
夕
　
…

　
ン
　
…

辺
セ
て

渡
行
い

　
旅
つ

　
L

行
て

健
い

保
つ

①
に

”
政

“
行

て
境

い
環

つ
②
松

に
て
清

般
い［

つ
島

政
に
大

市
政

L

1．市政一般について……懸案事項

　の今日的状況について・大手企

　業誘致・教育機関の誘致・情報

　発信基地・苗場山麓開発・田川

　南線・グリーンロード・シルコ

　ン構想

2．駅西開発について……地域住民

　の合意が得られる方策について

　日増加に伴う、国・県業務の住

　民サービスの対応について

2．住居表示の統一化について……

　昨年6月議会において、この件

　∫こついて質問いたしましたが、

　その後の対応について

　　西川　勝雄

1．市政全般について……①ほ場整

　備について②下水道事業につい

　て③本町西線と高山太子堂線に

　ついて

　　名地　武文

1．市政一般について……①リゾー

　ト計画と地域住民対策について

　②ゴミ対策と環境行政について

　③農家後継者結婚促進事業につ

　いて

　　大島　昭三

1．大店法改廃の街づくりに予測さ

　れる影響について……現状と今

㌶
を
薪
炭
林
、
採
草
地
な
ど
の

使
用
目
的
が
な
く
な
っ
た
た
め
、

杉
な
ど
の
植
栽
を
行
い
経
済
的

活
用
を
図
り
ま
す
。

　
■
字
の
変
更
…
…
伊
達
地
区

の
ほ
場
整
備
に
伴
い
伊
達
と
大

黒
沢
、
小
黒
沢
の
入
り
組
ん
だ

場
所
の
字
界
を
変
更
し
ま
す
。

　
□
工
事
請
負
契
約
の
締
結
…

…
南
中
学
校
特
別
教
室
棟
（
本

体
）
建
設
工
事
二
億
七
九
五
万

七
、
○
○
○
円
の
請
負
契
約
の

締
結
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
■
農
業
委
員
会
委
員
の
推
せ

ん
…
…
知
識
経
験
者
三
人
を
推

せ
ん
し
ま
し
た
。
　
（
任
期
二
年

七
月
二
十
日
か
ら
五
年
七
月
十

九
日
）
　
敬
称
略

　
▼
庭
野
重
信
　
▼
大
島
広
栄

　
▼
野
上
和
男

　
　
　
　
　
　
　
（
採
　
択
）

　
■
四
日
町
保
育
園
改
築
に
関

す
る
請
願

　
■
「
ゆ
と
り
宣
言
」
の
決
議

に
関
す
る
請
願

　
■
平
成
二
年
度
産
米
の
政
府

買
入
価
格
お
よ
び
わ
が
国
農
業
．

農
村
の
将
来
展
望
と
米
穀
政
策

の
確
立
に
関
す
る
請
願

　
■
市
道
原
二
号
線
改
良
促
進

に
関
す
る
請
願

　
■
大
店
法
の
改
廃
に
反
対
及

び
十
日
町
市
の
地
域
小
売
商
業

活
動
調
整
要
綱
存
置
要
望
に
関

す
る
陳
情

　
■
森
林
の
復
元
を
求
め
る
意

見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情

　
■
日
本
人
妻
・
夫
の
里
帰
り

4



リゾート対策特別委員会

委員長西川勝雄
男
文
平
司
策
松
巳
一
蔵
平
三
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2

一
武
喜
洲
耕
清
勝
健
熊
仁
昭
（

藤
地
山
塚
野
島
藤
沢
口
村
島

佐
名
丸
飯
庭
大
佐
宮
樋
上
大

長
員

員委副
委

　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
■
平
成
二
年
度
産
米
の
政
府

買
入
価
格
お
よ
び
わ
が
国
農
業
・

農
村
の
将
来
展
望
と
米
穀
政
策

の
確
立
に
関
す
る
意
見
書

　
　
永
年
勤

　
「
全
国
市
議
会
議
長
会
」
並

び
に
「
北
信
越
市
議
会
議
長
会
」

か
ら
永
年
勤
続
議
員
に
表
彰
が

行
わ
れ
、
十
日
町
市
議
会
か
ら

小
林
辰
雄
議
員
が
議
員
在
職
十

五
年
以
上
と
し
て
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

小林　辰雄議員

　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
　
■
ゆ
と
り
創
造
に
関
す
る
決

議

続
表
彰

実
現
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

関
す
る
陳
情

　
■
市
道
田
中
町
東
一
号
線
道

路
側
溝
改
修
に
関
す
る
陳
情

　
■
大
型
店
の
出
店
調
整
に
関

す
る
陳
情

見用にる　見
書の関小■書■

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
け

売
業
の
事
業
活
動
の
調
整

す
る
法
律
の
改
廃
及
び
運

規
制
緩
和
に
反
対
す
る
意

森
林
の
復
元
を
求
め
る
意

10月1日（月）～9日（火）9日間

を深め、両市の絆を堅固なものにするため、市

民の皆さんを含めた親善使節団と青少年使節団

の派遣を計画しました。参加を希望する方は、

ぜひ申し込みください。

◆派遣人数　：青少年5人程度

◆派遣先：イタリア国コモ市
◆派遣期問　：10月1日（月）～9日（幻までの9日間

◆派遣内容：コモ市においてホームスティの体験や各

　　　　種のイベント等を通じてコモ市民との交

　　　　流を深めます。
◆助　　成：派遣に要する一人当たりの経費（国内旅

　　　　費、国外旅費、宿泊費等約50万円程度）

　　　　のうち60％以内を助成します。

◆選　考：派遣する青少年は次の要綱により公募し

　　　　ます。

　　　　　募集要綱
■申込資格：①昭和35年4月2日～昭和49年4月1日

　　に生まれ、市内に在住している青少年男女

　　②心身ともに健康で、国際親善を果すのにふさわ

　　しい人格とマナーを備えた人

■申込方法：参加希望者は、次の書類を市総務課人事

　秘書係に提出してください。

　①コモ市青少年派遣参加申込書

　②勤務先または修学先の同意書

　③未成年者の場合は保護者の同意書

　④次の内容の作文（400字詰原稿用紙3～5枚）

申し込み・間い合わせ

＊総務課人事秘書係（〒948十日町市千

歳町3－3（奮57－3111内線215）へ。

爵

　　欝瞳㌔
十妻・，

調ぞ1
拶市’
を

■日　　程　　10月1日（月）～

　　　　　　　9日（幻
■訪問・視察先　　コモ～ローマ

　　　　　　　　～パリ
■募集人員　　6人程度

■経　　費　　1人約50万円程度
■締め切り　：7月25日㈱まで。

　　・姉妹都市交流が果たす役割

　　・コモ市で学んできたいこと

　　・コモ市での経験を地域でどう生かしたいか

　　⑤写真1枚（5cm×5cm上半身正面、無背景）

■受付期間　：7月10日（幻～25日㈱まで。

■選考方法　：書類審査および面接により選考します。

■合格発表：受験者本人に結果を通知します。

■その他：申込用紙は総務課人事秘書係にあります。

5とお』げ8旨3平成2年7月10日
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（単位：万円）簡易保険積立金還元融資事業（表1）

づ
く
り
を
支
え
る

力
強
い
味
方
簡
保

▲

　柔剣道場を備えた体育館

　と校舎が完成し、6月2

　日出、盛大に竣工式が行

　われた水沢中学校

事　　業　　名 施工地 事業に要した額 融資を受けた額

水沢中学校校舎・屋体建設 土市2 4億9，800 1億3，470

重文越後縮収蔵庫等建設 西本町1 1億4，820 5，190

総　合　公　園　整　備 十二平 2億4，800 9，300

緑　　道　　整　　備 西本町1 1．000・ 370

市　営　住　宅　建　設 谷内丑1 8，580 2，300

道路整備（16路線） 2億7，480 1億9，390

流雪溝整備（2路線） 3，570 1，620

消雪パイプ整備（1路線） 1，700 240

林道整備（2路線） 3，320 680

公共下水道事業（管渠布設17区ほか） 4億8，028 1億4，870

計 18億3，098 6億7，430

（単位：万円）国民年金積立還元融資事業（表2）

●

簡
易
保
険
積
立
金
還
元
融
資

中
学
校
の
建
設
・

　
下
水
道
の
整
備
に

　
皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
郵

便
局
の
簡
易
保
険
の
積
立
金
は
、

学
校
や
公
園
、
下
水
道
、
道
路

事　　業　　名 施工地 事熱纏した額 融資を受けだ額

水沢運動公園新設 土　市 3，530 990

水沢中央地区簡易水道 4，187 3，270

吉田地区簡易水道 1億2，256 1億0，670

東下組地区簡易水道 4，203 1，890

馬水地区簡易水道 321 280

計 2億4，497 1億7，100

年
金
資
金

な
ど
、
生
活
環
境
の
整
備
に
た

い
へ
ん
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
元
年
度
の
簡
易
保
険
積

立
金
還
元
融
資
を
受
け
（
表
1
）

の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

国
民
年
金
積
立
金
還
元
融
資

簡
易
水
道
の
整
備
に

　
ま
た
、
皆
さ
ん
が
加
入
し
、

保
険
料
を
か
け
て
い
る
国
民
年

金
の
積
立
金
も
市
に
還
元
さ
れ
、

役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
元
年
度
で
は
、
（
表
2
）

の
水
沢
運
動
公
園
の
造
成
や
地

域
の
簡
易
水
道
の
整
備
を
行
い

ま
し
た
。

》
ゲ
i
ト
ボ
ー
ル
場
も
備
え
た
水

沢
運
動
公
園

　
　
　
　
　
平
成
二
年
度
分

　
　
た
の
国
民
健
康
保
険

　
　
し
料
率
が
、
下
表
の

）
ま
と
お
り
決
定
し
ま

動
し
し
薪
お
か
ま

年
定
ち
五
月
＋
日
号
の

佗
決
罠
健
康
保
険
特

険
が
集
で
お
知
ら
せ
い

保
率
た
巌
し
た
が
、

康
料
隙
調
灘
鑛

健
険
チ
を
迎
え
て
い
ま

民
保
究
そ
の
背
景
は
・

国
医
療
費
の
増
加
と

　
　
　
　
　
保
険
料
を
四
年
間

据
え
置
い
た
こ
と
な
ど
が
原
因

と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
急

増
し
た
元
年
度
分
の
医
療
費
を

支
払
う
た
め
、
給
付
準
備
基
金

を
ほ
と
ん
ど
使
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
二
年
度
の
予
算
で
は
、

”“”1””””

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
増

額
す
る
な
ど
の
努
力
を
し
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
保
険
料
の

大
幅
な
引
き
上
げ
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
り
、
健

全
な
国
民
健
康
保
険
運
営
の
た

め
に
、
ご
理
解
ど
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

保険料率表
区　　分 2無度 元年度

所　得　割 獲．3餓多 3．89％

資　産　　割 獲8．盤％ 42．2％

被保険者均等割 2⑧，書◎o隅 17，200円

世帯別平等割 脇，8⑧②閣 20，100円

＊夫婦、子ども1人……3人家族

＊給与所得……………200万円

＊固定資産税…………　3万円

　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　顧　　　　　　　　一　　　　　　　　■　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　－　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　9　　　一　　　一　　　甲　　一　　一　　一　零　一　〇
一騨一

②資産割　　　灘

　　　　　　　　　　　　　　　灘

・問い合わせ保健衛生課国保係馨灘霧
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ま
ち
づ
く
り
特
別
補
助
事
業
を
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
三
十
一
日
㈹
締
め
切
り

　
ふ
る
さ
と
創
生
一
億
円
を
有

効
に
活
用
す
る
た
め
、
個
性
あ

る
ま
ち
つ
く
り
を
進
め
る
市
内

の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
に
、
ま
ち

づ
く
り
計
画
を
つ
く
る
費
用
の

補
助
を
行
い
ま
す
。

　
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
て
い
る
皆
さ
ん
、
ふ
る
っ

て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

囹
事
業
の
内
容

　
各
地
域
の
振
興
会
や
市
民
活

動
の
た
め
の
企
画
、
調
査
、
研

究
等
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
作

成
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
こ
の

計
画
は
実
施
計
画
に
結
び
つ
く

内
容
の
も
の
と
し
ま
す
。

　
〔
事
業
の
範
囲
〕

①
自
然
、
伝
統
的
景
観
、
歴
史

、剛ロ圓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

の
題
材
、
文
化
（
音
楽
・
演
劇

等
）
を
活
用
す
る
ま
ち
づ
く
り

計
画

②
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
中
心
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
計
画

③
観
光
資
源
を
活
用
す
る
ま
ち

づ
く
り
計
画

④
人
材
育
成
、
交
流
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
計
画

⑤
そ
の
他
ソ
フ
ト
事
業
の
ま
ち

づ
く
り
計
画

囹
応
募
対
象
者

①
地
域
の
振
興
会
、
婦
人
会
、

青
年
会
等

②
原
則
と
し
て
十
人
以
上
の
任

意
の
団
体
、
グ
ル
ー
プ
で
三
分

の
二
以
上
の
人
が
市
民
ま
た
は

市
内
の
通
勤
者

5
5
【
垂
設
記
】
蚤
蚤
蚤
蚤
区
コ
【
コ
曜
コ
［
認
認
罷
認
歪
設
翠
コ
野
5
冤
5
蚤
5
蚤
5
5
5
【
コ
【
認
歪
認
墨
謬
コ
5
冤
【
コ
曜
コ
5
蚤
5
雪
【
凄
認
裂
歪
垂
コ
藍
認
設
コ
雪
【
歪
認
翠
設
コ
【
設
コ
雪
雪
雪
【
墨
歪
霊
設
コ
蚤
蚤
【
コ
【
翌
－
【
コ
雪
【
コ

＊まちづくり特別補助事業の留意点＊

　この事業の補助対象経費は、既存の団

体・グループが新しい事業をやる計画づ

くりに取り組む費用を援助するものです。

　例えば、イベントを開くために、イベ

ントの専門家である講師を呼んだり、研

究会や座談会などの打ち合わせ・開催日・

会場・予算などの計画づくりに対する費

用を援助するものです。イベント開催当

日に要する費用の援助ではありませんの

でご注意ください。

　　　平成2年度
　　　十日町市まちづくり特別補助事業
　　　　　事　業　計　画　書

囹
補
助
対
象
経
費

　
企
画
、
調
査
、
研
究
等
を
行

う
た
め
の
講
師
謝
礼
、
旅
費
、

消
耗
品
費
、
食
糧
費
、
通
信
費
、

会
場
借
上
料
や
成
果
作
成
の
た

め
の
印
刷
製
本
費
と
し
ま
す
。

囹
補
助
金

　
一
件
に
つ
き
事
業
費
の
十
分

の
九
と
し
、
上
限
を
三
十
万
円

と
し
ま
す
。

囹
応
募
先

　
七
月
三
十
一
日
㈹
ま
で
に
、

企
画
財
政
課
企
画
調
整
係
（
智

57

i
3
1
1
1
内
線
鵬
）
へ
一

部
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
事
業

計
画
書
の
用
紙
も
あ
り
ま
す
。

不
明
な
点
は
、
お
気
軽
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】

○○地区振興会代蓮○○地区振興会婦人部長

　　婦人’部難梶墓，陥、1矛
団
体
名

花いっぱい運動
テ
ー
マ

　庭先や道路沿線の空き地を活用して、
四季の花を咲かせ、美しく心なごむ集落
環境づくりをする。つくる喜びと情報交
換や学習活動を行う。

1．花づく1）の講習会、研究会
2．花づくりの年間計画
3．地域へのPR
4．苗畑の確保
5．借地計画

　　自　平成2年8月1日
　　至平成2年12月30日

目
　
的

計
画
の
内
容

実
施
時
期

＊団体、グループの構成員を添付してください。
＊説明に要する計画（位置〉図や資料等が必要な場合は添付してくださ

〈
記
載
例
〉

ぎ
雪
5
妻
…
蚤
…
…
コ
≡
歪
雪
5
≡
…
≡
】
【
…
箋
…
≡
…
5
≡
コ
≡
…
【
コ
…
…
≡
；
【
歪
套
…
歪
…
…
コ
≡
コ
≡
雪
≡
…
【
…
賦
…
【
コ
≡
雪
…
認
雪
≡
翠
コ
≡
雪
≡
；
顎

　
　
　
　
　
ス
イ
カ
や
メ
ロ
ン

す
な
ど
水
分
の
多
い
燃

ま
え
に
く
い
ゴ
ミ
が
・

し
多
－
出
る
季
節
と
な

い
り
ま
し
た
．
こ
れ
を

願
燃
や
す
に
は
大
、
一
里
の

　
　
　
　
重
油
を
使
用
し
な
け

お
　
　
　
　
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

施
ゴ
ー
の
分
別
－
水
切

合
り
を
き
ち
ん
と
守
っ

　
　
　
　
て
出
す
よ
う
に
し
て

組
く
だ
さ
い
。

設
ま
た
・
ゴ
ミ
ス
テ

施
－
シ
．
ン
は
各
町
内

生
の
窃
爵
産
需

衛
嶺
埼
娚
暴

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
、
各
町
内
で
責
任
を

持
っ
て
管
理
し
、
交
通
・
歩
行

の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
ま
だ
ま

だ
絶
え
ま
せ
ん
。
今
年
も
警
察

に
呼
び
出
さ
れ
た
人
が
い
ま
す
。

不
法
投
棄
は
絶
対
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
響
、
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
難
．
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
馨
灘
欄
、

さ
い
　
　
む
　
　
し
ょ
う

斉
夢
章
さ
ん
が

　
　
　
　
　
　
　
水
墨
画
を
寄
贈

　
六
月
二
十
九
日
㈹
、
中
国
人

画
家
斉
夢
章
さ
ん
が
水
墨
画

「
旭
日
」
「
長
楽
」
の
二
点
を
市曽した響2点、

斉

臨
唾
麗

に
寄
贈
し
ま
し
た
。
　
「
旭
日
」

は
、
十
日
町
市
が
ま
す
ま
す
昇

り
栄
え
る
よ
う
に
。
　
「
長
楽
」

は
、
子
ど
も
た
ち
が
末
長
く
健

康
で
あ
る
よ
う
に
、
と
描
い
た

も
の
で
す
。

　
斉
さ
ん
は
現
在
四
十
九
歳
。

中
国
河
北
省
に
生
ま
れ
、
九
歳

か
ら
水
墨
画
を
学
び
、
以
来
数

多
く
の
展
覧
会
で
金
賞
・
銀
賞

な
ど
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
家
族
と
と
も
に
日
本

に
永
住
し
、
各
地
で
個
展
を
開

き
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

㊥㊥／
　㊥！∠

　　　　　　　　　　　　　㊥　　　　　　　　　　　⑯　　　　　　　　　欝　　　　　　　会　　　　　　町　　　　　日　　　　十　　き　好大

　
　
　
よ

　
　
　
●
亀
“

①
烈

バ
⑦
。
一
許

　
　
　
二
，

大
好
き
十
日
町
会

と　き　8月4日仕）～6日（月）2泊3日

宿　泊　市営塩之又山荘
参加費　大人1人10，000円、子供1人5，000円’

定　員　50人（定員になりしだい締め切り）

申し込み　7月15日（日）までに商工観光課

　　　　　内「大好き十日町会」事務局

　　　　　（智57－3111内線501・504）へ。

⑱⑳を貸し出しますノ
　祭りや売り出しの季節となりました。

「大好き十日町会」の半天で団体やお店σ

メージアップはいかがでしょうか。無料て

し出しますので、お申し込みください。

申し込みは「大好き十日町会事務局1へ．

します！
なりました。

で団体やお店のイ

ようか。無料で貸

みください。

会事務局」へ。

7とrお』げ夢コr平成2年7月10日
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「まちづくり功労」で

　　　　建設大臣表彰受賞

～コモ通り（高田町1商店街振興組合）～

鱈
欄灘　　　聾　　簸

　　灘耽馨

＊

　騨蒙
自
難
蹴
溺
難

＊

　
六
月
二
十
日
㈱
、
高
田
町
一
丁
目
商
店
街

振
興
組
合
（
樋
口
清
組
合
長
）
は
、
コ
モ
通

り
の
街
並
み
整
備
が
認
め
ら
れ
、
建
設
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
受
賞
は
、
ガ
ス
灯
風
ラ
ン
プ
、
支
柱
の
洋

風
デ
ザ
イ
ン
な
ど
イ
タ
リ
ア
コ
モ
市
の
イ
メ

ー
ジ
と
無
電
柱
化
、
緋
模
様
の
カ
ラ
ー
舗
装

な
ど
、
歩
い
て
楽
し
い
歩
行
者
空
間
を
演
出
。

ま
た
、
各
関
係
機
関
へ
の
熱
心
な
働
き
か
け

や
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
イ
タ
リ
ア
大
使
館
、

政
府
観
光
局
を
招
く
な
ど
、
国
際
交
流
を
図

っ
た
努
力
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の受賞の喜びを丸山市長に報告する組合

＊

ミテイラー民族画展に

　　多くの市民が
～インド大使を迎えテープカット～

　
六
月
二
十
六
日
㈹
か
ら
七
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

㈲
の
六
日
間
に
わ
た
り
、
ミ
テ
ィ
ラ

i
民
族
画
展
が
ク
ロ
ス
ー
0
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
画
展
の
初
日
は
、
A
・
G
・
ア
ス

ラ
ニ
駐
日
イ
ン
ド
大
使
夫
妻
を
迎
え
、

さ
ら
に
海
部
総
理
大
臣
も
「
イ
ン
ド

と
日
本
の
草
の
根
の
国
際
交
流
に
感

謝
し
ま
す
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ

て
い
た
だ
い
た
中
、
華
や
か
に
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
市
長
主
催
の
昼
食
会
、

夜
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、

国
際
親
善
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ア
ス
ラ
ニ
イ
ン
ド
大
使
も
十
日
町
市

民
の
熱
意
に
応
え
、
　
「
大
好
き
十
日

纏…講議”？讐i織．∫！　　　　　　　一

　長谷川時夫さんの説明を聞くインド大使夫妻

町
会
」
に
入
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
、
イ
ン
ド
の
人
間
国
宝

ガ
ン
ガ
i
・
デ
ー
ヴ
ィ
ー
さ
ん
ら
三

人
の
芸
術
家
が
会
場
で
ミ
テ
ィ
ラ
i

・
画
の
制
作
の
実
演
を
行
う
な
ど
の
催

し
も
あ
り
、
二
千
六
百
人
を
超
え
る

市
民
が
訪
れ
ま
し
た
。

垂
電
．

わたしたちの

一
人
一
人
の
努
力
が

　
　
　
　
　
大
き
な
輪
に

　
わ
た
し
た
ち
の
学
校
に
は
、
自
慢
す

る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の

い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
去
年
、
保
健
の
統
計
調
査
で
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
に

よ
っ
て
ま
す
ま
す
保
健
活
動
が
さ
か
ん

に
な
り
、
み
ん
な
が
進
ん
で
保
健
活
動

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韓
翻
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰭
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
鰹
由

　
次
に
部
活
動
で
す
。
水
泳
、
陸
上
、

絵
画
、
音
楽
の
四
つ
で
す
。

　
と
く
に
下
条
と
い
え
ば
水
泳
と
い
わ

れ
る
ほ
ど
有
名
で
す
。
今
年
は
、
ほ
か

下
条
小
学
校

（
田
村
　
厚
校
長
・
児
童
数
三
一
二
人
）

渡辺典子さん

　（6年）

の
部
も
水
泳
部
に
ま
け
ま
い
と
一
生
懸

命
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
三
つ
目
は
運
動
会
で
す
。
わ
た
し
た

ち
の
学
校
の
運
動
会
は
二
軍
で
は
な
く

赤
・
白
・
青
・
黄
の
四
軍
で
争
い
ま
す
。

　
二
軍
で
戦
っ
て
い
る
時
よ
り
も
、
迫

力
が
あ
り
ま
す
。
応
援
合
戦
で
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
軍
の
声
が
ひ
び
き
わ
た
り
ま

す
。　

四
つ
目
は
親
子
農
場
で
す
。
毎
年
、

春
に
さ
つ
ま
い
も
の
苗
を
植
え
付
け
、

秋
に
収
穫
を
し
て
、
親
子
で
い
も
を
焼

い
た
り
し
て
楽
し
み
ま
す
。
み
ん
な
で

焼きいもが楽しみ、親子農場のいもほり

8



目抜き通りをトラクターで行進する農家の皆さん

米
を
守
れ
！
ト
ラ
ク
タ
ー
で
行
進

　
　
～
市
農
協
が
米
市
場
開
放
阻
止
と
米
価
安
定
を
求
め
て
～

　
六
月
二
十
七
日
㈹
、
十
日
町
市
農

協
（
樋
口
貫
一
組
合
長
）
は
、
米
市

場
解
放
阻
止
・
米
穀
政
策
確
立
・
水

田
農
業
活
性
化
推
進
を
求
め
、
自
動

車
・
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
パ
レ
ー
ド

を
行
い
ま
し
た
6

　
高
田
町
六
丁
目
の
農
協
本
所
で
集

会
が
行
わ
れ
、
樋
口
組
合
長
の
あ
い

さ
つ
、
来
賓
の
激
励
の
あ
い
さ
つ
を

受
け
た
後
、
本
町
通
り
に
向
け
て
。
バ

レ
ー
ド
に
出
発
し
ま
し
た
。
小
雨
の

中
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
た
の
は
、
ト

ラ
ク
タ
i
十
台
、
自
動
車
三
十
台
を

含
め
た
総
勢
二
百
人
。
農
協
本
所
か

ら
市
役
所
通
り
、
本
町
通
り
、
駅
通

り
、
コ
モ
通
り
な
ど
の
市
街
地
を
約

一
時
間
半
に
わ
た
っ
て
行
進
し
ま
し

た
。
沿
道
で
は
鉢
巻
き
姿
の
農
家
の

主
婦
が
、
市
民
に
ビ
ラ
を
配
り
な
が

ら
「
米
の
消
費
拡
大
」
　
「
米
の
市
場

解
放
阻
止
」
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

　
突
然
の
の
ぼ
り
旗
を
立
て
た
ト
ラ

ク
タ
ー
の
出
現
に
、
買
物
途
中
の
市

民
も
び
っ
く
り
し
た
様
子
で
し
た
。

…
苦
労
し
た
だ
け
あ
っ
て
、
と
て
も
お
い

し
い
焼
き
い
も
で
す
。

　
五
つ
目
は
青
空
給
食
で
す
。
み
ん
な

みんなの食欲をそそる青空給食

気
持
ち
の
良
い
空
の
下
で
食
べ
ま
し
た
。

五
・
六
年
生
は
信
濃
川
へ
行
き
ま
し
た
。

と
て
も
き
れ
い
な
空
や
川
を
見
な
が
ら

食
べ
る
と
、
い
つ
も
は
残
し
て
し
ま
う

人
も
全
部
食
べ
ま
し
た
。

　
六
つ
目
は
文
化
祭
で
す
。
下
条
小
学

校
で
は
、
文
化
祭
に
各
学
年
が
工
夫
し

た
劇
や
合
唱
な
ど
を
発
表
し
ま
す
。
ほ

か
に
体
育
館
に
絵
や
習
字
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
頑
張
っ
て
し
あ

げ
た
、
り
っ
ぱ
な
作
品
ば
か
り
で
す
。

と
く
に
習
字
は
力
作
ぞ
ろ
い
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
自
慢
は
児
童
一
人
一

人
の
努
力
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

舌、、
ノ

・
馨

　　　　　　　　　　　　　会　　　　　　　　　　　　大　　　　　　　　　　　伝　　　　　　　　　　黙　　　　　　　　　が　　　　　　　　　さ　　　　　　　　良　　　　　　　の　　　　　　ク　　　　　ー　　　　つ　　ーム

　　誰

犠を晦てます

　
奉
仕
活
動
と
伝
統
行
事
を
受
け
継
ぐ

　
馬
場
青
年
団
は
、
昭
和
十
年
ご
ろ
結

成
さ
れ
た
歴
史
の
あ
る
青
年
団
で
す
。

青
年
団
活
動
が
衰
退
し
て
い
る
中
で
、

伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
奉
仕
活
動
や

祭
り
な
ど
の
行
事
を
や
っ
て
い
る
、
数

少
な
い
団
体
の
一
つ
で
す
。
昨
年
は
、

大
き
な
改
革
を
手
が
け
ま
し
た
。
将
来

団
員
の
数
が
少
な
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
青
年
団
の
火
を
消
さ
な
い
た
め

に
も
と
年
齢
を
三
歳
引
き
上
げ
男
性
二

十
八
歳
女
性
二
十
五
歳
と
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
団
員
は
男
性
十
九
人
、
女
性

十
人
の
二
十
九
人
。
団
員
一
人
三
千
円

と
村
か
ら
の
補
助
三
十
万
円
で
団
を
運

営
し
て
い
ま
す
。
主
な
行
事
は
、
四
月

の
歓
送
迎
会
、
五
月
の
春
ま
つ
り
、
六

月
か
ら
九
月
に
か
け
て
の
部
落
の
消
毒
、

七
月
の
体
育
祭
、
八
月
の
水
沢
地
区
大

仮
装
大
会
、
盆
踊
り
、
九
月
の
秋
ま
つ

り
、
十
月
の
旅
行
と
神
杜
の
こ
も
り
、

十
二
月
の
忘
年
会
で
す
。
ま
た
、
水
沢

地
区
連
合
青
年
団
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

交
流
を
深
め
な
が
ら
地
域
の
担
い
手
と

し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
新
企
画
、
リ
ゾ
ー
ト
勉
強
会
を
計
画

　
今
、
わ
た
し
た
ち
の
部
落
で
一
番
の

関
心
ご
と
は
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
で
す
。

団
員
も
リ
ゾ
ー
ト
の
中
味
に
つ
い
て
理

解
し
て
い
な
い
人
が
い
っ
ぱ
い
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
、

リ
ゾ
ー
ト
の
勉
強
会
を
す
る
こ
と
で
す
。

リ
ゾ
ー
ト
の
お
ひ
ざ
も
と
と
し
て
、
自

分
た
ち
が
、
ま
た
子
ど
も
た
ち
が
利
用

で
き
る
リ
ゾ
ー
ト
に
つ
い
て
、
い
ろ
ん

な
面
か
ら
勉
強
し
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。

　
伝
統
行
事
を
継
続
し
な
が
ら
、
新
し

い
企
画
を
折
り
込
み
、
ヤ
ン
グ
パ
ワ
ー

で
団
と
部
落
の
発
展
を
考
え
て
い
ま
す
。

9とおガ夢お平成2年7月10日
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、 ◆

の

翻　　今、青少年の非行、暴力など

　　が大きな社会問題になってい

ますね。ある新聞にも青少年の非行

などの問題が連載され、興味を持っ

て読んでいます。市でも相談員の人

が子どもたちや親の相談に応じてい

ると聞きましたが、青少年の相談も

多種多様だと思います。そこで、ボ

ランティアを募集して、素人であっ

ても主婦や経験豊富なお年寄りが相

談にのってあげられる、電話コーナ

ーがあれば、少しでも悩んでいる子

どもや親に役立つのではないでしょ

うか。こんな電話相談コーナーを設

けてはいかがですか。

鰯識濃鞭鞠．躍
十日町市の青少年非行も低年齢化・

女子非行の増加等憂慮すべき状況に

あります。ご承知のとおり少年育成

センターでは専門の少年相談員2人

青少年の悩みを聞く電話相談コーナーの設置は

林栄子さん（小泉2）

をおいて、登校拒否、生活面やしつ

け等の相談を行ったり、少年補導員

30人をおいて街頭補導を中心に活動

を行っております。

電話相談コーナーの設置のご提案

については必要性は認めております。

しかし、少年問題にっいては多種多

様であり心理的にも複雑なところが

あるので相談に当たっては専門的な

知識を必要とします。

従ってすぐ実施することは困難だ

と思いますが、希望者を募り研修会

を数回やったなかで実施することは

可能であると考えています。

現在のところとりあえず2人の相談

員の活動の中で電話相談コーナーを

設けることは可能とも考えられます。

　しかし、これも相談が年々増加し

ている現状からして、どの程度対応

出来るか考えてみたいと思います。

家庭の日……毎月第3目曜日

　　　　（少年育成センター）

この欄では．皆さんのところに’

お伺いして市役所の仕事などでわ

からないことや疑問点について担

当課でお答えします。近所の話題，

市に対する提言＼ご意見をお侍ち

して／、、ますのでご連絡ください。

幽連絡先／総務課文書広報係

　　（費57－3／僧内線2／3・2／4）
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わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
は
、
山
形
県
河
　
　
し
力

北
町
で
す
。
天
童
市
か
ら
車
で
二
十
分
　
　
っ
ー

く
ら
い
の
山
形
盆
地
の
真
ん
中
、
す
り
¶
　
「
云

鉢
で
い
え
ば
一
番
底
に
あ
た
る
所
で
す
。
　
し
い

夏
は
暑
い
反
面
冬
は
寒
く
、
氷
点
下
十
　
　
雪
乳

度
以
下
の
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
　
　
　
嫌
で

　
十
日
町
に
信
濃
川
が
流
れ
て
い
る
よ
　
　
は
ゑ

う
に
、
河
北
町
に
は
最
上
川
が
流
れ
て
　
　
の
曇

い
ま
す
。
実
家
の
父
が
十
日
町
に
来
て
、
　
　
合

「
川
が
あ
り
山
が
あ
り
、
と
て
も
河
北
　
　
り
ホ

町
に
似
て
い
る
」
と
言
っ
た
こ
と
が
あ
　
　
自
碁

り
ま
す
。
今
で
も
子
ど
も
の
こ
ろ
最
上
　
　
の
八

川
で
遊
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
が
、
　
　
か
以

わ
た
し
に
と
っ
て
最
上
川
は
ふ
る
さ
と
　
　
む
ト

の
象
徴
で
す
。

　
河
北
町
の
産
業
は
農
業
が
中
心
で
す
。

米
は
も
ち
ろ
ん
、
さ
く
ら
ん
ぼ
や
ぶ
ど

う
、
り
ん
ご
な
ど
の
果
物
も
多
く
採
れ

ま
す
。
ま
た
、
か
つ
て
は
紅
花
の
加
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
最
近
、
　
　
　
、

紅
花
資
料
館
を
建
て
る
な
ど
、
町
お
こ

し
の
手
段
と
し
て
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
に
は
昭
和
五
十
一
年
に
来
ま

　．レ〆一　　嵐

　　P弦卑県

　　　　　蒐　　　　　嵐　1　　　　　蔑
　　　　　え　　夢県　灘麟搬県　　　、
　◎　纏画》
　　　　　　隻　　　　　　な　じ　　　　　　蔑　　　　　　㌔　亀　　　　　　ダ〆ノ　言

し
た
が
、
山
形
と
十
日
町
の
言
葉
が
い

っ
し
ょ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
子
ど
も
に

「
お
父
さ
ん
、
し
ゃ
べ
り
か
た
が
お
か

し
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
十
日
町
の
豪

雪
も
何
度
か
経
験
し
ま
し
た
が
、
雪
が

嫌
で
嫌
で
た
ま
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
雪
お
ろ
し
や
雪
祭
り

の
雪
像
作
り
も
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。

　
今
は
す
っ
か
り
十
日
町
の
人
間
に
な

り
ま
し
た
が
、
来
た
ば
か
り
の
時
に
、

自
分
を
快
く
受
け
入
れ
て
く
れ
た
地
域

の
人
た
ち
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
ま
す
ま
す
地
域
社
会
に
溶
け
込

む
よ
う
努
力
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

℃

雛灘 擢

生越康夫さん
　（上新田3・35歳）

山形県西村山郡
　　　カン　ゆまくちょう

　　　河北町

ユ0
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5
ぎ
　
が
豆
…
　
ソ

ス
ね
　
う
・
ん
　
一

ナ
玉
　
よ
油
や
　
夕

長
・
　
し
う
じ
　
ス
し

の
9
　
・
よ
ん
　
ウ
ら

い
0
0
衣
う
し
ば
　

・
が

ら
ー
の
よ
・
う
）
プ
き

く
…
イ
し
汁
と
ら
ツ
溶

中
肉
ラ
こ
り
（
た
ヤ
・

…
き
フ
・
ぽ
醤
つ
チ
ス

ス
ひ
・
塩
し
板
あ
ケ
『

ナ
・
コ
｛
｛

・
コ
⊥
4
　
調
味
料
　
　
タ
レ

　
　
　
　
　
O

大津美千代さん

（譜三34讐）

　
タ
レ
で
ナ
ス
も
変
身

　
手
軽
に
出
来
る
わ
が
家
の
味
。
特
製

の
タ
レ
で
お
年
寄
り
や
子
ど
も
に
も
喜

ば
れ
ま
す
。
揚
げ
た
て
の
ナ
ス
に
ケ
チ

ヤ
ッ
プ
味
も
新
鮮
で
、
お
酒
に
も
も
ち

ろ
ん
合
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
に

か
か
せ
な
い
ナ
ス
料
理
の
一
品
を
ぜ
ひ

お
試
し
く
だ
さ
い
。

〈
作
り
方
〉
①
調
味
料
そ
れ
ぞ
れ
少
々

に
ひ
き
肉
・
み
じ
ん
切
り
玉
ね
ぎ
を
加

　
　
　
　
　
　
　
　

え
て
よ
く
混
ぜ
る
。

②
ナ
ス
は
縦
二
つ
に
切
り
、
さ
ら
に
ヘ

タ
側
を
少
し
残
し
て
切
れ
目
を
入
れ
、

①
を
ス
プ
ー
ン
で
は
さ
み
込
む
。

③
フ
ラ
イ
の
要
領
で
衣
を
つ
け
、
最
初

は
高
温
で
あ
と
は
中
火
で
ゆ
っ
く
り
中

ま
で
通
る
よ
う
に
揚
げ
る
。

④
タ
レ
は
、
好
み
の
味
に
合
わ
せ
て
食

べ
る
直
前
に
か
け
る
。

⑤
つ
け
合
わ
せ
は
、
ト
マ
ト
・
さ
や
い

ん
げ
ん
・
キ
ャ
ベ
ツ
の
せ
ん
切
り
な
ど

を
そ
え
る
。
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騨一，震驚，　（§・齊）
1遜1，．、’、雛’・薩鵬雌撫

灘1魎 ，盤囎．、縣萎　（新座2）

　ぽく大きくなったら野球の選手になるんだ。おとうさんが出

ている野球の試合を，いつもおかあさんがぼくと美里ちゃんを

連れて応援に行くんだよ。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

飛渡保育園

　　⑰
を
、
聚

グ
灘鯵一　　　　縛跳糟鵜皇

鍵

　おじいさん，おばあさんと

一緒に動物園で見たキリンと

ゾウさんを描いたんだよ。

　
　
　
懸

　保育園の運動会で．赤組と

白組に分かれて玉入れをした

のを描いたの。

　
　
　
　
（
6
歳
）

藤
木
　
喜
郎
く
ん

　
　
　
　
（
5
歳
）

水
落
　
恵
ち
ゃ
ん

併
ヤ
伊
『
㌍
併
併
僻
併
僻
僻
匿
僻
僻
膨
僻
傍
優
俸
僻

㌢
曳
9
一
り

　
　
　
　
㌧
こ
㌧

西
野

　
昔
こ
こ
ら
へ
ん
は
、
諏
訪
と
書
い
て

し
ょ
ぼ
う
村
と
言
っ
た
ん
だ
ど
も
、
諏

訪
町
が
二
つ
あ
る
の
で
島
に
変
え
た
ん

だ
そ
う
で
す
。
昔
は
今
の
信
濃
川
の
本

流
の
辺
り
に
村
が
あ
っ
た
ん
だ
そ
う
だ

ど
も
、
大
水
が
あ
っ
て
逃
げ
上
が
っ
て

き
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
に
そ
こ
に
ま

た
水
が
流
れ
て
き
て
、
三
回
目
に
今
の

所
に
逃
げ
て
き
ま
し
た
。
今
で
も
屋
敷

と
い
う
地
名
が
あ
っ
た
り
し
て
、
そ
こ

が
昔
の
家
の
跡
だ
っ
た
み
た
い
で
す
。

　
十
日
町
に
諏
訪
神
社
が
あ
り
ま
す
ど

も
、
島
に
も
諏
訪
神
社
が
あ
っ
て
、
そ

、
れ
が
姉
妹
で
あ
る
と
言
わ
い
て
い
ま
す
。

十
日
町
の
諏
訪
神
社
が
妹
で
、
お
ら
ほ

う
が
姉
だ
て
や
ん
だ
が
ね
。
昔
の
諏
訪

ケ
ン
さ
ん

（
島
・
7
4
歳
）

4

神
社
は
高
田
町
三
西
の
東
工
業
さ
ん
の

あ
た
り
に
あ
っ
た
ん
だ
ど
も
、
古
く
な

っ
た
し
、
西
線
も
で
き
た
り
し
て
、
思

い
切
っ
て
神
社
を
こ
っ
ち
に
移
そ
じ
ゃ

ね
え
か
て
や
ん
で
、
公
民
館
と
一
緒
に

今
の
所
に
作
っ
た
ん
だ
が
ね
。

　
昭
和
二
十
年
の
年
に
大
水
害
が
あ
っ

て
、
忘
れ
ら
れ
ら
ん
ね
。
た
ん
ぼ
が
一

面
水
で
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
ど
も
、
稲

が
も
っ
た
い
な
く
て
捨
て
て
な
ん
て
こ

ら
ん
ね
こ
て
の
。
み
ん
な
水
で
洗
っ
て

も
っ
て
き
た
こ
て
の
。

　
い
や
な
思
い
出
は
戦
争
だ
ね
。
と
に

か
く
戦
争
が
の
。
お
じ
い
さ
ん
は
戦
争

に
行
っ
て
る
し
、
両
親
を
亡
く
し
て
そ

の
。
一
番
苦
労
し
た
こ
て
の
。
先
生
が

こ
の
病
人
は
殺
さ
い
ら
ね
や
ん
だ
ど
も

な
あ
と
言
い
さ
っ
し
ゃ
っ
た
け
が
の
。

薬
が
な
く
て
。
一
つ
の
り
ん
ご
も
か
せ

ら
ん
ね
で
。

　
今
は
若
い
人
た
ち
に
は
よ
く
し
て
も

ら
っ
て
ま
す
し
、
自
分
た
ち
も
体
が
た

っ
し
ゃ
で
い
ら
れ
ま
す
し
、
家
庭
円
満

と
い
う
こ
と
で
喜
ば
ん
け
れ
ば
と
思
っ

て
ま
す
て
。
今
年
は
金
婚
式
に
な
り
ま

し
た
て
の
。
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災害救援金にご協力ください

イラン地震に愛の手を

　イランで発生した大地震は大きな

被害を与えました。日本赤十字社で

は、次の通り救援活動を呼びかけて

いますのでご協力をお願いします。

■受付期限　7月31日（幻まで。

■受付品目　現金のみ。

■受付窓口　社会福祉事務所内日赤

　十日町市地区（盈内線134）

建設業関係の皆さん加入しませんか一

建設業退職金共済制度

　この制度は、労働者が一つの事業

所をやめた時に支払われる退職金と

は違い、建退共に加入している業種

の中で働く限り、各事業所に雇用さ

れた全期問を通算し支払われる、雇

用主が加入する国の退職金制度です。

　現在全国で12万の事業主、175万人

が加入しています。詳しいことは、

新潟県建設会館内の建退共新潟県支

部（暦025－285－7111）へ。

下水道いろいろコンクール作品募集
　下水道の建設促進、普及促進、下

水道の効果などにっいて、次のとお

り作品を募集します。

■応募資格　市内の小学4～6年生

　および中学生

■ポスターの部　〔規格〕B4～A

　2版以内でクレヨン画か水彩画。

　「9月10日全国下水道促進デー」

　の文字を入れる。裏面に学校名、

　学年、氏名を記入。

■作文の部　　〔規格〕小学生600～

　1，600字以内、中学生1，600～2，000

　字以内。400字詰原稿用紙縦書きを

使用。タイトル、学校名、学年、

氏名を記入。

■標語の部　〔規格〕用紙の大きさ、

縦14～15cm×横9～10．7cmに作品

　1点。1人2点以内。用紙左端に

住所、氏名、学校名、学年を記入。

■締め切り　9月14日㈹まで。

■表彰小・中学生別に、市長賞1

点、金賞1点程度、銀賞2点程度、

銅賞2点程度。

■応募先　〒948十日町市千歳町3

丁目3番地　十日町市役所下水道

課（奮内線251）へ。

学卒就職者激励のつどい
　十日町地区雇用協議会では、今春

中学校・高校・訓練校および大学を

卒業して、地元の企業に就職した234

人の新入社員を対象に、職場適応指

導と激励を兼ねた「学卒就職者激励

のつどい」を開きます。

■と，き　7月18日㈱午後3時

■ところ　クロス10大ホール

■会費　1人2，000円

■内　容　》第1部（式典）　〉第

　2部（アトラクション）マジック

　ショー、夕食会、お楽しみ抽選会。

■問い合わせ　十日町公共職業安定

所（下川原町盈57－2407）へ。

楽しgもうスポーツ・つ《るう健廉 体育課（総合体育館内奮52－4377）

ヘルスパイオニアタウン事業一

市民ソフトボール大会

　日ごろ、スポーツ活動の機会の少

ない壮年・婦人層を対象に、健康の

保持増進と親睦を深めるため、市民

ソフトボール大会を開きます。

■と　き　9月9日（日）午前8時開会

　式、午前8時30分試合開始

■ところ　信濃川運動公園（野球場

　A、サッカー場）

■参加資格　〉男40歳以上・女20歳

　以上　〉1チーム9人以上15人以

　内（男6人以上、女2人以上）を

　原則とします。

■参加費　1チーム2，500円

■申し込み　8月4日仕）までに総合

　体育館へ。

■抽選会　8月10日㈹午後7時30分

　から総合体育館で行います。

「ラジオ体操』の出前指導

　夏休み中、ラジオ体操の出前指導

をします。町内や学校単位で希望日

の2週間前までに、総合体育館に申

し込んでください。

第8回水沢地区

ラジオ体操千人集会

　第8回を迎えた水沢地区ラジオ体

操千人集会を開きますので、ご家族

そろってご参加ください。

■と　き　7月25日㈱午前6時15分

　開会式、6時30分ラジオ体操、6

　時46分おはようジョギング（小雨

　決行）

■ところ　水沢運動公園（スイミン

　グスクール隣り）

■問い合わせ　水沢地区公民館（暦

　58－3101）へ。

　　露体育施設
無料開放日は28日仕）です

ロ受付期間　7月16日（月）まで。

■抽選日（許可証交付）7月18日㈱

　7月21日（土）から

市民プール・オープン

7／21（土）～8／12（日）午前9時～午後7時

8／13（月）～8／31働午前9時～午後6時

戴場券 一般璃校 拳・騨盤 幼　兇

1回券 200円 100円 50円

11回券
2，000円 1，000円 500円

市民プールで販売します

　幼児・小学生が入場する場合は必

ず保護者同伴でお願いします。

　〈市民プールのアルバイト募集〉

　高校卒業以上の健康で泳げる学生。

希望者は、総合体育館へ。

体育指導委員に感謝状

　新潟県体育指導委員協議会が三条

市で開かれました。その席上、十日

町市から日ごろの指導活動が認めら

れた3人の体育指導委員に、感謝状

が贈呈されました。

　（敬称略）

1〉田口静江（高田町1）〉高橋幸一

（川治下町2）〉湯沢一彦（本町1

上）
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圃心と時間にゆとりある運転をしましょう。

　安全運転の原点は家庭か　交通安全は

らです。家族みんなで交通　一　し
安全を誓いましょう。　　懲昌藥一囲
　　　　　　　　　　　の　　　ロ　バらゑしヂ
　　　　　　　　　　　　　マ夏の交通事故防止運動　　　　　ソ．．

　　　　　　　　　　　　　　　一7月21日～8月20日一　　　家庭から！

6月中の交通事故発生状況（）は累計

辮　瞬　耕 発盤篠数 負傷偉数 死煮数

十日町市
平成2年 17（81） 24（m） O（1）

平成元年 17（83） 16（88） 2（5）

川西町
津南町
中里村

平成2年 10（35） 11（41） 0（0）

平成元年 10（46） 11（53） 1（3）

計
平成2年 27（116） 35（152） 0（1）

平成元年 27（129） 27（141） 3（8）

　　　　　　軽乗用車に追突

　　　　　6月18日（月）午前11時40分ご

　　　　ろ、市内中条の国道117号線で

61歳の女性の運転する普通乗用車が、19

歳の女性の運転する軽乗用車に追突し、

追突された19歳の女性が負傷しました。

　運転中は前方と周囲の状況を正しく見

きわめ、ゆとりをもって運転しましょう。

心の健康相談
■と　き　7月24日（幻午後1時30分

～3時
■ところ　柳沼医師（五日町病院）

■申し込み　十日町保健所（盈57－

2400）または保健衛生課保健衛生

係（盈内線138）へ予約ください。

　　　　リゾート縦断ゲーム大会
　　　　　　　マイ・ライフ・リゾート新潟

　リゾート14市町村を舞台に、運力、知力、体力で得点を重ねながら4人

のチームワークで縦断する楽しい2日問です。

■と　き　8月25日仕）～26日（日）■人数　1チーム4人・50チーム

■参加費　20，000円（4人1組）

■コース　①安塚町～十日町市～津南町…車で移動しながら運力での争い

②津南町～十日町市～六日町…クイズで生き残る知力での争い③六日町

　～川口町…体力での争い

■応募対象　①原則として家族を中心として4人編成。②運転免許がある

　人を含み、マイカーで参加すること。③小学校4年生以上であること．

■応募期日　7月20日㈹まで。（当日消印有効）

■応募方法　官製ハガキに参加者4人の氏名、性別、年齢、職業（学生は

　学年を記入）、郵便番号、住所、電話番号、代表者の氏名および運転免

　許がある人は運転歴を記入のうえ、新潟県企画調整部土地利用対策課リ

　ゾート推進室（〒950新潟市新光町4－1盈025－285－5511内線2406）へ。

断酒のつどい
　酒をやめたいと思っている人、酒

のことについて知りたい家族の人、

酒と上手に付き合いたい人などを対

象に、毎月1回相談会を開いていま

す。これからの日程は次のとおりで

す。

■と　き　毎月第4金曜日午後1時

　30分から。7月27日、8月24日、

　9月28日、10月26日、11月30日、

　12月27日、平成3年1月25日、2

十日町市観光写真コンクール結果

月22日、3月22日

■ところ　十日町保健所相談室

■内　容　ビデオ、講演、話し合い

　など。

■申し込み　十日町保健所（智57－

2400）または保健衛生課保健衛生

係（暦内線138）へ予約ください。

　十日町市観光写真コンクールの入

賞作品が発表されました。作品は7

月15日（日）までクロス10ギャラリーで

展示されています。

1〉推薦1点　　「カーニバル光彩」宮

沢健二》特選2点　　「ふりそでがお

にあい」桜井大士　　「雪国の姉弟」

原田芳和

　手話講習会
　“コミュニケーションの輪を広げ

ませんか”

　お気軽においでください。

■と　き　7月25日（水）、8月1日㈱、

　8日（水）、17日（金）、22日（水）、29日㈱

午後7時30分～9時

■ところ　十日町市公民館

■参加費　300円（テキスト代）

■問い合わせ　市社会福祉協議会

　（福祉事務所内盈内線134）へ。

水生生物調査会
　水質浄化、河川の愛護思想の普及、

啓発を図ることを目的に、河川に生

息する水生生物を指標とした水質調

査を行います。

■と　き　7月27日（金）

■ところ　湯沢町大源太川周辺

■集合場所・時間　湯沢町役場前に

　9時20分
■申し込み　7月13日働までに六日

　町保健所（盈0257－72－2457）へ。

推薦作品「カーニバル光彩」

公害防止管理者講習

新潟県が通商産業省から委託され

た、公害防止資格認定講習を行います。

■講習の区分　水質関係第2種およ

　び4種

■と　き　9月12日（水）～14日働

■ところ　三条市体育文化センター

　（三条市荒町2丁目1－8）

■受講費用　手数料7，400円、テキス

　ト代7，000円

■受付・問い合わせ　7月16日（月）か

　ら31日（火ぽでに、新潟県環境保健

　部公害対策課管理係（〒950新潟市

新光町4－1智025－285－5511内

　線2713）へ。

　　YUKI工房木版画展

『妻有の風景’90田

■と　き　7月26日休）まで。

午前8時30分～午後5時30分まで。

■ところ　織物組合「彩樹季の間」

　「彩樹季の間」の利用を希望され

　る人は、お気軽に織物組合（盈57

　－9111）に申し込みください。

ユ5とお‘ガ詐豊平成2年7月10日



c

⑳＠〉　市史編さん室

　や緊　，．　窃

鳥山氏のその後

　
　
　
　
　
あ
つ
　
み

　
山
形
県
の
温
海
温
泉
の
近
く
の
山

　
　
　
お
ぐ
に

間
に
、
小
国
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
年
）
、

出
羽
の
庄
内
地
方
が
上
杉
氏
の
領
地

に
な
る
と
、
越
後
と
の
連
絡
の
た
め

　
よ
ヤ
つ
し
ょ
う

に
、
要
衝
の
こ
の
地
に
城
が
築
か
れ
、

な
お
え
か
ね
つ
ぐ

直
江
兼
継
の
指
揮
下
に
あ
っ
た
武
士

に
守
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
守
備
に
あ
た
っ
て
い
た
武
士
の
一

　
　
と
り
や
ま
し
ゅ
り

人
に
鳥
山
修
理
が
い
ま
す
。
こ
の
鳥

山
修
理
は
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇

年
）
景
勝
が
会
津
へ
移
る
と
こ
れ
に

従
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
つ
く
ら
れ
た

　
　
　
　
　
ぶ
げ
ん

「
直
江
支
配
分
限
帳
」
に
よ
る
と
、

与
板
衆
の
中
に
百
石
の
知
行
（
土
地

や
俸
禄
）
を
得
て
い
ま
す
。

　
会
津
へ
国
替
え
に
な
っ
た
と
き
、

家
中
の
武
士
は
約
二
倍
の
知
行
地
を

得
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
鳥
山
修

理
は
な
ぜ
、
小
国
在
番
時
の
二
一
八

石
余
の
知
行
を
減
ら
さ
れ
た
の
で
し

よ
う
か
。
ま
た
、
関
ケ
原
の
戦
い
の

後
、
米
沢
に
減
封
さ
れ
た
と
き
「
他

の
者
と
同
様
に
知
行
を
召
し
上
げ
ら

　
　
　
　
　
　
　
げ
ん
ば
　
　
　
ふ
　
ち
ま
い

れ
、
修
理
の
嫡
子
玄
蕃
が
扶
持
米
三

石
で
取
り
立
て
ら
れ
た
」
と
子
孫
が

書
き
残
し
て
い
ま
す
。

　
他
の
与
板
衆
は
、
知
行
高
は
減
ら

さ
れ
て
も
「
自
分
衆
」
か
ら
「
与
板

組
」
へ
と
、
一
貫
し
て
米
沢
藩
で
は

家
中
の
上
士
層
に
所
属
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
鳥
山
氏
の
所

属
す
る
「
組
外
扶
持
方
」
は
、
一
段

低
い
家
格
で
す
。

　
小
国
城
に
在
番
し
て
い
た
と
き
か

ら
十
年
ほ
ど
の
間
に
、
鳥
山
氏
に
ど

の
よ
う
な
問
題
が
起
こ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、
そ
れ
を
物
語

っ
て
く
れ
る
資
料
は
あ
り
ま
せ
ん
。

城
跡
に
立
つ
と
、
時
代
に
ほ
ん
ろ
う

さ
れ
て
い
っ
た
、
一
人
の
武
士
の
非

痛
な
叫
び
が
聞
こ
え
る
よ
う
で
す
。

小国城本丸と城門跡

一4一

上
信
越
た
ば
こ
販
売
協
同

　
　
　
組
合
連
合
会
長
に
就
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
し

　
　
山
　
ロ
　
敬
　
さ
ん

　
　
　
　
　
（
五
軒
新
田
・
64
歳
）

　
七
月
か
ら
新
潟
・
群
馬
・
長
野
の

三
十
八
組
合
、
一
万
六
千
店
の
た
ば

こ
屋
さ
ん
の
ト
ッ
プ
と
い
う
要
職
に

就
任
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
十
日
町

た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
の
理
事
・
専

務
・
理
事
長
を
歴
任
、
新
潟
県
支
部

長
も
三
年
間
勤
め
ま
し
た
。
三
年
前

に
も
一
度
推
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
信
条
と
し
て
、
一
歩
一
歩
着

実
に
階
段
を
登
る
よ
う
に
進
み
た
い

と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
と
き
は
断
わ

っ
た
と
い
う
経
験
が
あ
り
ま
す
。

　
「
わ
た
し
の
仕
事
は
小
売
店
の
生

活
を
守
る
た
め
の
基
盤
作
り
で
す
。
こ

れ
か
ら
の
任
期
の
三
年
間
を
、
地
に

足
の
着
い
た
組
合
運
営
を
し
て
行
き

た
い
」
と
語
り
ま
す
。

　
家
は
五
軒
新
田
の
山
口
屋
商
店
。

店
の
切
り
盛
り
は
家
族
に
任
せ
き
り

の
状
況
で
す
．

　
五
年
前
に
ガ
ン
の
手
術
を
し
ま
し

た
が
、
見
事
に
克
服
。
　
「
私
の
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
ー
の
源
は
、
好
き
な
た
ば

こ
を
吸
う
こ
と
」
。

　
趣
味
は
自
然
を
生
か
し
た
庭
づ
く

り
。
最
後
に
旅
行
、
出
張
の
時
は
地

元
で
た
ば
こ
を
と
、
終
始
熱
っ
ぽ
く

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

齢がま妙自然
　　　　　（理科センター）

　ウツボグサ　⑩

　山野の道ばたに群がって生えて

いるシソ科の多年草です。

　茎は四角で高さ30cmほどになり
ます。

　和名は、初夏のころ咲く花穂の
　　　　　　　　　うつぼ形が、矢を入れておく靱の形に似

ていることに由来します。

　花が夏に枯れることから夏枯草

（カコソウ）の別名もあり、漢方

では乾燥した全草を利尿剤として

用います。

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

▼
、
・
・
テ
ィ
ラ
i
民
族
画
展
で
の
ミ
テ
ィ

ラ
ー
画
の
制
作
、
斉
夢
章
さ
ん
の
水
墨

画
の
制
作
と
、
芸
術
家
が
作
品
を
生
み

出
す
様
子
を
間
近
に
見
る
機
会
が
続
け

て
あ
り
ま
し
た
が
、
精
神
を
統
一
す
る

姿
、
一
心
不
乱
の
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

自
分
の
仕
事
も
あ
の
よ
う
に
と
少
し
だ

け
思
い
ま
し
た
。
▼
去
年
か
ら
、
市
役

所
の
職
員
駐
車
場
が
狭
く
な
っ
て
き
た

こ
と
も
あ
り
、
職
員
が
交
代
で
週
に
一

度
、
車
に
乗
っ
て
来
な
い
と
い
う
日
を

作
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
、

と
き
ど
き
五
十
㏄
の
バ
イ
ク
で
通
勤
し

て
い
ま
す
が
、
天
気
の
良
い
日
は
な
か

な
か
気
持
ち
が
良
く
て
快
適
で
す
。

た
だ
、
体
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る

せ
い
か
、
車
と
は
違
っ
た
恐
さ
も
あ
り

ま
す
。
交
通
事
故
に
は
十
分
注
意
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
①
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